
（記載例）

確認申請の建築主 を記載します。

■申請敷地を含む一団の土地を造成した
工事主（分譲宅地等の場合はその工事
主） を記載します。

■一団の土地の造成がなく、申請敷地単
独で造成する場合は申請敷地の造成の
工事主 を記載します。

※工事主：宅地造成や特定盛土等に関す
る工事の請負契約の注文者、または自
らその工事を行う者

■県HPの規制区域のＧＩＳで該当する規
制区域を確認し、該当する区域を □
で囲みます。

■確認申請の敷地の所在地 を記載しま
す。

■確認申請の敷地の面積 を記載します。

■申請敷地を含む一団の土地を造成す
る面積、及びその造成で計画された最
大の崖の高さ を記載します。

■一団の土地としての造成が終わり、一
団の土地の工事主とは別に個人等で申
請宅地を造成する場合は、その造成の
面積及びその造成で計画された最大の
崖の高さを記載します。
一団の土地としての造成が適法に終
わっていることを示す検査済証の番日
付番号等（また、その写しを添付して
ください）

■一団の土地としての造成がない場合は
申請敷地を造成する面積及びその造成
で計画された最大の崖の高さ を記載
します。

※申請建物の建築と造成を同時に行う場
合は、根切工事の面積を差し引くこと
ができます（根切部分の求積図を添付
してください）

■造成工事の予定期間を記載します。
■造成工事と建築工事を同時に行う場合
は、一体の工事の予定期間を記載しま
す。

一般的な記載方法を示していますが、これに寄り難い場合は個別に県盛土対策室にお尋ねください。
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